
あ
　
と
　
が
　
き

　
『
松
葉
名
所
和
歌
集
』
に
か
か
わ
る
三
部
作
の
刊
行
を
思
い
立
っ
た
の
は
、
数
年
前
で
あ
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
一
つ
は
本
書
に
収
め
た
『
松
葉
名
所
和
歌
集
』
十
六
巻
（
目
録
一
巻
、
本
文
十
五
巻
）
で
あ
り
、
他

の

一
つ
は

本
年
八
月
に
刊
行
し
た
『
績
松
葉
集
』
四
巻
（
笠
間
索
引
叢
刊
5
8
）
で
あ
る
。
残
る
一
つ
は
、

『
増
補
松
葉
名
所
和
歌
集
』
五
巻
（
六
字
堂
宗
恵
編
、
尾
崎
雅
嘉
増
補
）
で
あ
る
が
、
こ
の
方
は
す
で
に
大
阪

府
立
図
書
館
の
ご
許
可
を
得
て
作
業
に
入
っ
て
い
る
の
で
、
来
年
度
中
に
は
本
索
引
叢
刊
の
一
冊
と
し
て

公
刊
で

き
る
予
定
で
あ
る
。
三
書
と
も
に
、
歌
数
の
き
わ
め
て
多
い
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
思
わ
ぬ
時
間

を

必
要

と
し
た
が
、
幸
い
に
も
村
田
君
の
積
極
的
な
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
今
回
よ
う
や
く
こ
う
い

う
形
で
刊
行
で
き
る
見
通
し
が
立
ち
、
ほ
っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
て
、
本
書
の
本
文
・
初
句
お
よ
び
四
句
索
引
・
地
名
索
引
は
、
村
田
君
の
礎
稿
に
基
き
、
神
作
が
一

々

チ

ェ

ッ

ク
し
た
共
同
作
業
で
あ
る
。
ま
た
巻
末
に
収
め
た
「
解
題
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
両
名
の
署
名
入
り

で
分
担
執
筆
を

し
た
。
と
も
に
未
熟
な
論
考
で
は
あ
る
が
、
諸
先
学
の
あ
た
た
か
い
ご
教
導
を
仰
ぐ
こ
と

が
で

き
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
な
お
、
本
書
の
諸
本
調
査
に
つ
い
て
は
、
わ
た
し
ど
も
両
名
が
共
同
で
担
当

す

る
こ
と
を
原
則
と
し
た
。

　
本
書
の
刊
行
に
あ
た
り
、
諸
本
調
査
の
折
々
、
ご
高
配
を
恭
う
し
た
宮
内
庁
書
陵
部
・
神
宮
文
庫
・
静

嘉
堂
文
庫
・
尊
経
閣
文
庫
・
内
閣
文
庫
お
よ
び
市
立
刈
谷
図
書
館
・
国
会
図
書
館
・
明
治
大
学
附
属
図
書

館
・
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
な
ら
び
に
片
寄
鈴
枝
・
木
村
正
中
・
橋
本
不
美
男
・
服
部
蓼
・
吉
田
幸
一
の



各
先
生
に
対
し
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
た
い
。
と
り
わ
け
、
ロ
絵
写
真
掲
載
を
も
ご
許
可
く
だ
さ

れ
た

静
嘉
堂
文
庫
お

よ
び
片
寄
鈴
枝
先
生
に
対
し
、
深
甚
の
謝
意
を
表
し
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
本
書
前
半

収
の

所

「
本
文
篇
」
の
原
稿
整
理
に
は
、
千
艘
幸
子
・
山
内
英
男
両
君
お
よ
び
安
川
史
子
氏
の
助
力
を
仰

い

だ
。
ま
た
、
本
書
後
半
所
収
の
「
索
引
篇
」
に
関
し
て
は
多
数
の
諸
君
の
助
力
を
得
た
。
ま
ず
、
「
初

句
・
四
句
索
引
」
の
草
稿
作
成
に
は
、
当
時
（
昭
和
五
十
年
）
東
洋
大
学
三
年
次
に
在
学
中
で
あ
っ
た
宇
佐

見
尚
子
・
梅
木
美
和
子
・
勝
亦
恵
子
・
菊
地
洋
子
・
新
出
美
智
子
・
半
田
君
江
の
六
君
を
煩
わ
し
た
。
な

お
、
そ
の
カ
ー
ド
整
理
で
は
、
同
学
大
学
院
に
在
学
中
で
あ
っ
た
青
木
恵
子
・
千
艘
幸
子
・
谷
地
快
一
・

造
酒
廣
秋
・
山
田
喜
久
の
五
君
の
助
力
を
得
た
。
つ
ぎ
に
、
「
地
名
索
引
」
の
カ
ー
ド
整
理
に
は
造
酒
廣

秋
君
の
手
を
煩
わ
し
た
。
と
も
に
深
く
感
謝
の
意
を
捧
げ
た
い
。

　
さ
ら
に
、
「
本
文
篇
」
（
十
六
巻
十
六
冊
）
の
原
稿
を
、
手
書
き
の
ま
ま
写
真
に
と
っ
て
本
に
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
浄
書
が
ど
う
し
て
も
必
要
と
な
っ
た
。
そ
の
浄
書
に
あ
た
っ
て
は
千
艘
幸
子
君
の

献
身
的
な
援
助
が
あ
っ
た
。
全
⊥
ハ
八
三
丁
分
（
総
歌
数
＝
、
五
六
四
首
）
の
浄
書
の
た
め
に
、
長
期
に
亙

り
ご
援
助
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
対
し
、
幾
重
に
も
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
ま
た
、
「
索
引
篇
」
の
校

正
に

あ
た
り
、
青
木
恵
子
・
千
艘
幸
子
・
造
酒
廣
秋
三
君
の
助
力
を
得
た
こ
と
も
忘
れ
得
な
い
。

　
末
筆
な
が
ら
、
前
著
に
引
き
続
き
、
刊
行
上
種
々
お
世
話
に
な
っ
た
笠
間
書
院
主
池
田
猛
雄
氏
、
お
よ

び

同
社
の
鎌
田
裕
次
氏
に
対
し
て
も
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　
　
昭
和
五
十
二
年
十
月
一
日
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